
 

■事例紹介 ＜自治体庁舎移転＞ 

 

伊賀市役所様 

計画策定・新庁舎管理・移転業務を一括受託 

短期間のプロジェクト遂行で円滑に開庁 

伊賀市役所様では 2018年 11月に新庁舎を竣工

し、2019年 1月に開庁しました。それに伴い、当社

では 2018年８月から約６カ月間にわたり、現状調

査（物品調査・レイアウト図面作成等々）・各種計画

策定業務と新庁舎への搬出入業社の一括搬入管理業

務（入退館管理含む）を実施。市民サービス業務を

止めることなく、年末年始で旧庁舎〜新庁舎間の移転作業を計画どおり完了しました。 

期間中には当社のスタッフを常駐させ、関係者や

関連事業者とのスケジュールやレイアウト図面の修

正等々の調整業務をリアルタイムに実行し、計画通

りのプロジェクトを推進・実現を可能にしました。 

移転作業にはスタッフ延べ約 1,300人、トラック

延べ 350台を投入。机、イス、棚などの什器類のほ

か、文書などを入れた段ボール約 1万 5,000個を搬出入しました。また、移転に伴い廃棄

計画を策定し廃棄処分することになった什器類の集積作業も当社が担当しました。 

自治体様の移転プロジェクトでは、諸事情からス

ケジュールの前倒しなど当初計画の見直しを余儀な

くされるケースも少なくありません。当社ではそう

したお客様それぞれの制約条件に合わせて、柔軟に

対応していくことを心がけています。 


